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はじめに

感染症発生動向調査の患者発生動向調査は、日本国内
の感染症サーベイランスシステムの 1つであり、1999 年
4 月から、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療
に関する法律（感染症法）」の施行により、法令に位置づ
けられている。京都府では、京都府保健環境研究所内に
感染症情報センターを設置し、医療機関から保健所に報
告された感染者の発生動向情報を集計し、その解析結果
を毎週公開している（http://www.pref.kyoto.jp/idsc/）。
全数把握感染症とは、医師または獣医師が感染症と診
断したときに厚生労働省令で定める内容を最寄りの保健
所長を通じて都道府県知事に届け出ることが義務づけら
れている 75 感染症（2010 年 4 月現在）を指す。病気の
重篤度、感染力、感染経路などにより、一類から五類感染症
と新型インフルエンザ等指定感染症に分類されている。
本資料では 2009 年第 1 週から第 53 週までに保健所か
ら報告され、2010 年 3 月までに確定した全数把握感染症
1311 件について、その発生動向をまとめ、報告する。

材料と方法

感染症発生動向調査システム（NESID, National Epidemiological 
Surveillance of Infectious Diseases）で集計され、2009 年第 1週
から第 53週までに保健所を経由して医療機関から届出が
あり、2010 年 3月までに確定した感染者情報を使用した。

また、京都市を除く京都府内保健所から（以下、こと
わりのない場合は「京都府内」と記す）の個々の患者発
生の詳細情報を用いた。

結果と考察

1.概要
京都府の全数把握対象感染症の患者数を保健所別に表
1 に示し、併せて近畿 2 府 4 県と全国の結果も示した。
京都府では 2009 年に 75 感染症中 19 の感染症で 1311 人
の患者報告があり、京都府内 496 人、京都市 815 人であっ
た。保健所管内ごとの報告数は、京都府人口（京都府人
口 推 計 表 http://www.pref.kyoto.jp/tokei/monthly/
suikeijinkou/suikeifiles/jikei.xls）に比例して報告数が増
加する傾向がみられ、本調査が適切に実施されていると
考えられた。
一類感染症の報告はなかった。二類感染症のうち、結
核は 670 人で、昨年の 647 人に比べ 1,2）、新たな患者の報
告数がやや増加した。急性灰白髄炎、ジフテリア、重症
急性呼吸器症候群（SARS）、鳥インフルエンザ（H5N1）
の報告はなかった。三類感染症は細菌性赤痢　1人、腸
管出血性大腸菌感染症　119 人、コレラ　1 人の報告が
あった。腸チフス、パラチフスの報告はなかった。四類
感染症は A型肝炎　6人、デング熱　3人、レジオネラ症
　11 人、総計 20 人の報告があり、その他の報告はなかっ
た。五類感染症のうち、アメーバ赤痢　18 人、ウイルス
性肝炎　6人、急性脳炎　11 人、クロイツフェルト・ヤ
コブ病　3人、劇症型溶血性レンサ球菌感染症　1人、後
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表１．2009 年の感染症発生動向調査　全数把握感染症の保健所別報告感染者数

感染症名

保健所別報告感染者数 京都府
（京都市
を除く）

京都市 京都府
全体

近畿
２府４県 全国乙

訓
山
城
南

中
丹
西

山
城
北

南
丹

中
丹
東

丹
後

京都市
北 上京 左京 中京 東山 山科 下京 南 右京 伏見 西京

１類 エボラ出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
クリミア・コンゴ出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
痘そう 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
南米出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ペスト 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
マールブルグ病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ラッサ熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

２類 急性灰白髄炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
結核 31 12 17 111 48 24 25 26 22 36 30 25 56 27 32 38 71 39 268 402 670 4,085 26,932 
ジフテリア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
重症急性呼吸器症候群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
鳥インフルエンザ ( Ｈ５Ｎ１） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

３類 コレラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 3 16 
細菌性赤痢 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 10 180 
腸管出血性大腸菌感染症 2 6 2 9 2 3 2 27 8 11 10 2 5 1 12 3 12 2 26 93 119 592 3,886 
腸チフス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 29 
パラチフス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 27 

４類 Ｅ型肝炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 56 
ウエストナイル熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ａ型肝炎 0 1 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 4 6 25 115 
エキノコックス症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 
黄熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
オウム病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 21 
オムスク出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
回帰熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
キャサヌル森林病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ｑ熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 
狂犬病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
コクシジオイデス症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
サル痘 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
腎症候性出血熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
西部ウマ脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ダニ媒介脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
炭疽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
つつが虫病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 465 
デング熱 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 2 3 21 93 
東部ウマ脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
鳥インフルエンザ ( Ｈ５Ｎ１を除く） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ニパウイルス感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
日本紅斑熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 129 
日本脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 
ハンタウイルス肺症候群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
Ｂウイルス病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
鼻疽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ブルセラ症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
ベネズエラウマ脳炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ヘンドラウイルス感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
発疹チフス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ボツリヌス症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
マラリア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 56 
野兎病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ライム病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 
リッサウイルス感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
リフトバレー熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
類鼻疽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
レジオネラ症 1 0 0 0 2 1 1 0 2 0 0 2 0 2 0 0 0 0 5 6 11 117 712 
レプトスピラ症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 
ロッキー山紅斑熱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

５類 アメーバ赤痢 0 2 0 0 1 0 1 1 4 1 1 1 0 1 1 1 1 2 4 14 18 178 783 
ウイルス性肝炎 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 1 1 5 6 45 220 
急性脳炎 0 5 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 2 5 6 11 93 526 
クリプトスポリジウム症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 17 
クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 17 141 
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 21 105 
後天性免疫不全症候群 0 0 0 0 0 0 1 0 1 7 4 4 2 0 0 0 2 2 1 22 23 324 1,449 
ジアルジア症 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 15 73 
髄膜炎菌性髄膜炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 
先天性風疹症候群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
梅毒 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 2 3 5 87 692 
破傷風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 113 
バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 0 0 2 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 5 3 8 16 116 
風疹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 27 148 
麻疹 2 0 0 3 0 2 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 7 4 11 93 739 

新型 新型インフルエンザ (A/H1N1) 18 32 16 72 11 0 19 20 38 59 14 19 6 10 10 11 47 10 168 244 412 1,930 12,639 
指定 感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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表 2．2009 年感染症発生動向調査　全数把握感染症患者発生上位 10感染症の感染率
京都府内（京都市を除く） 京都市 京都府全体

順位＊ 感染症名 感染率＊＊（患者数＊＊＊） 順位 感染症名 感染率 （患者数） 順位 感染症名 感染率 （患者数）
1 結核 23.0 （268） 1 結核 27.4 （402） 1 結核 25.5 （670）
2 新型インフルエン
ザ（A/H1N1）

14.4 （168） 2 新型インフルエン
ザ（A/H1N1）

16.6 （244） 2 新型インフルエン
ザ（A/H1N1）

15.7 （412）

3 腸管出血性大腸菌
感染症

2.23 （26） 3 腸管出血性大腸菌
感染症

6.3 （93） 3 腸管出血性大腸菌
感染症

4.5 （119）

4 麻疹 0.60 （7） 4 後天性免疫不全症
候群

1.5 （22） 4 後天性免疫不全症
候群

0.9 （23）

5 レジオネラ症 0.43 （5） 5 アメーバ赤痢 0.96 （14） 5 アメーバ赤痢 0.68 （18）
5 急性脳炎 0.43 （5） 6 レジオネラ症 0.41 （6） 6 麻疹 0.42 （11）
5 バンコマイシン耐
性腸球菌感染症

0.43 （5） 6 急性脳炎 0.41 （6） 6 急性脳炎 0.42 （11）

8 アメーバ赤痢 0.34 （4） 8 ウイルス性肝炎 0.34 （5） 6 レジオネラ症 0.42 （11）
9 Ａ型肝炎 0.17 （2） 9 Ａ型肝炎 0.27 （4） 9 バンコマイシン耐

性腸球菌感染症
0.30 （8）

9 梅毒 0.17 （2） 9 麻疹 0.27 （4） 10 ウイルス性肝炎 0.23 （6）
10 Ａ型肝炎 0.23 （6） 

近畿２府４県 全国
順位 感染症名 感染率 （患者数） 順位 感染症名 感染率 （患者数）
1 結核 19.6   （4,085） 1 結核 21.1   （26,932） 
2 新型インフルエン
ザ（A/H1N1）

9.3   （1,930） 2 新型インフルエン
ザ（A/H1N1）

9.9   （12,639） 

3 腸管出血性大腸菌
感染症

2.8   （592） 3 腸管出血性大腸菌
感染症

3.0   （3,886） 

4 後天性免疫不全症
候群

1.6   （324） 4 後天性免疫不全症
候群

1.1   （1,449） 

5 アメーバ赤痢 0.85 （178） 5 アメーバ赤痢 0.61 （783） 
6 レジオネラ症 0.56 （117） 6 麻疹 0.58 （739） 
7 急性脳炎 0.45 （93） 7 レジオネラ症 0.56 （712） 
8 麻疹 0.45 （93） 8 梅毒 0.54 （692） 
9 梅毒 0.42 （87） 9 急性脳炎 0.41 （526） 
10 ウイルス性肝炎 0.22 （45） 10 つつが虫病 0.36 （465）

  ＊ : 順位は患者数が多い順に上位 10感染症までを示した。
 ＊ ＊ :  感染率は 2009 年 10月 1日現在の京都府推計人口（http://www.pref.kyoto.jp/tokei/monthly/suikeijinkou/suikeifiles/jikei.xls）と国立社会保障・

人口問題研究所の 2010 年人口統計資料 （http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/）を用いて、人口 10万人あたりの患者報告数として示
した。

＊＊＊ :  患者数は表 1から再掲した。

天性免疫不全症候群　23 人、ジアルジア症　1人、梅毒
　5人、バンコマイシン耐性腸球菌感染症　8人、風疹　
1人、麻しん　11 人、総計 88 人の報告があった。クリプ
トポリジウム症、髄膜炎菌性髄膜炎、先天性風疹症候群、
破傷風、バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症の報
告はなかった。一時的に全数把握感染症の対象とした新
型インフルエンザ（A/H1N1）は、2009 年第 30-35 週に
412 人患者発生があり、本統計中でも結核に次ぐ多くの
報告数となった。指定感染症等の報告はなかった。

2.他地域との患者発生比較
表 2に京都府内、京都市、京都府、近畿 2府 4 県、全
国について患者報告数が多い順に上位 10 感染症の感染率
をそれぞれ示し、表 3に保健所別の京都府上位 10 感染症
の感染率を示した。感染率は、2009 年 10 月 1 日現在の
京 都 府 推 計 人 口（http://www.pref.kyoto.jp/tokei/
monthly/suikeijinkou/suikeifiles/jikei.xls）と 2010 年の全
国人口統計資料（http://www.ipss.go.jp/syoushika/
tohkei/Popular/）を用いて、人口 10 万人あたりの患者報

告数として示した。京都府全体の上位 5感染症は、近畿
2府 4県や全国も同じであった。
京都府内と京都市の患者発生を比較すると、都市域で
発生が多いとされる結核、腸管出血性大腸菌感染症、後
天性免疫不全症候群、アメーバ赤痢などは京都市で多く、
京都府内では比較的少ない傾向があった。しかし、保健
所管轄地域間で比較するといずれの感染症も感染率のば
らつきが大きく、特に患者発生数が少ない感染症では一
定の傾向がうかがえない結果となった。麻しんやバンコ
マイシン耐性腸球菌感染症の報告は京都府内の方が多い
傾向がみられた
一方、京都府を含め近畿地方の結果を全国と比較する
と、全国的には感染率 0.38 人と多く発生しているつつが
虫病の発生がほとんどないこと、ウイルス性肝炎の発生
が全国 0.17 人に比べ、京都府 0.23 人、近畿 2府 4 県 0.22
人と比較的多いことなどの特徴がみられた。

3. 2009 年の特徴
麻しんは 2007 年に成人麻しんが流行したことを受け、
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2008 年 1 月から全数把握感染症に新たに指定され、京都
府でも 2008 年は 193 人の報告があり 1）、京都府内の 87
人のうち 15 才以上の成人麻しん例は 60%であった 3）。
2009 年は 11 人と激減し、京都府内 10 人の報告例では、
麻しんは 24 才男性 1名、17 才男性 1名、12 才女性 1名、
1才男性 2名女性 1名、0才女性 2名、修飾麻しん（不完
全な免疫で麻しんウイルスに感染し、軽症の不全型麻疹
症状を示す）は 3才と 1 才の男性 1名とほぼ小児科医療
機関からの報告のみとなった。2007-2008 年の成人麻しん
の流行 3）後、成人層の麻しん感受性グループがり患やワ
クチン接種で免疫を獲得し、2009 年は小児疾患としての
麻しん報告に収束してきたものと推測される。

新型インフルエンザ（A/H1N1）流行初期の京都府内報
告数 168 名の男女別患者分類と年齢構成を表 4に示した。
従来の季節性インフルエンザと異なり、幼児と高齢者が少
なく、十代中心の患者発生であったことが明らかとなった。
また、急性脳炎が例年に比べ多く報告され、京都府内
の 5例は、2009 年 1 月季節性インフルエンザ A型による
1例（9才）と 2009 年秋以降の新型インフルエンザ（A/
H1N1）によるものが 4 例（0 才、6 才、7 才、65 才）で
あった。
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表 3．2009 年の感染症発生動向調査　全数把握感染症京都府上位 10感染症の保健所別感染率
保健所別の感染率＊

乙
訓

山
城
南

中
丹
西

山
城
北

南
丹

中
丹
東

丹
後

京都市

北 上京 左京 中京 東山 山科 下京 南 右京 伏見 西京

結核 20.7 10.6 21.3 24.9 33.4 19.1 23.6 21.4 26.7 21.6 28.8 62.0 41.2 35.3 32.3 18.8 46.5 13.8

新型インフルエンザ (A/H1N1) 12.0 28.2 20.0 16.1 7.6 0.0 17.9 16.4 46.0 35.4 13.4 47.1 4.4 13.1 10.1 5.4 30.8 3.5

腸管出血性大腸菌感染症 1.3 5.3 2.5 2.0 1.4 2.4 1.9 22.2 9.7 6.6 9.6 5.0 3.7 1.3 12.1 1.5 7.9 0.71

後天性免疫不全症候群 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.94 0.00 1.2 4.2 3.8 9.9 1.5 0.00 0.00 0.00 1.3 0.71

アメーバ赤痢 0.00 1.8 0.00 0.00 0.70 0.00 0.94 0.82 4.8 0.60 0.96 2.5 0.00 1.3 1.0 0.49 0.65 0.71

麻疹 1.3 0.00 0.00 0.67 0.00 1.6 0.00 0.00 0.00 1.20 0.00 2.5 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.35

急性脳炎 0.00 4.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3.6 0.00 0.00 2.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.71

レジオネラ症 0.67 0.00 0.00 0.00 1.4 0.80 0.94 0.00 2.4 0.00 0.00 5.0 0.00 2.6 0.00 0.00 0.00 0.00

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0.67 0.00 0.00 0.45 1.4 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.96 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.71

ウイルス性肝炎 0.00 0.00 0.00 0.22 0.00 0.00 0.00 0.82 0.00 0.00 1.9 0.00 0.00 1.3 0.00 0.00 0.00 0.35

Ａ型肝炎 0.00 0.88 1.3 0.00 0.00 0.00 0.00 1.6 0.00 0.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.35

麻疹 1.3 0.00 0.00 0.67 0.00 1.6 0.00 0.00 0.00 1.2 0.00 2.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.35
＊ : 感染率については、表 2. に示した。

表 4． 2009 年第 30 ～ 35 週の京都府内新型インフルエン
ザ（A/H1N1）患者の男女別年齢構成

男性 女性
患者 27（16%） 17（10%）
疑似症患者 69（41%） 55（33%）
5歳未満 0 （0%） 1 （1%）
10歳未満 6 （4%） 10 （6%）
15歳未満 19（11%） 8 （5%）
20歳未満 47（28%） 41（24%）
20代 19（11%） 6 （4%）
30代 2 （1%） 1 （1%）
40代 1 （1%） 4 （2%）
50代 0 （0%） 1 （1%）
70代 1 （1%） 0 （0%）
80代 1 （1%） 0 （0%）


